
一級建築士（大臣）第281750号 　青木 寿昭

株式会社 綜企画設計　一級建築士事務所 静岡県知事登録 (1)第7914号
工事名：

菊川市
A1：1/***

A3：1/***

構　　造　　特　　記　　仕　　様　　書

１．本書は、本工事の特記仕様書であり、本工事に適用する特記事項は下記による。

２）但し、特記事項で材料種別、工法等を選択指示するものの適用は下記による。

○印のついたものを適用する。

○印のない場合は、※印のついたものを適用する。

○印と※印のある場合は、共に適用する。

　　書」と略称）による。

　　による。

一般事項

１）　竣工図　　・各階伏図　　・軸組図　　・各断面リスト

２）　施工図　　・鉄骨工作図

２．使用構造材料

（２－１）コンクリート

 構造躯体

 デッキ上コン

 土間コンクリート  土間コンクリート 犬走り

 デッキ上コン

 捨コンクリート

種　類 備　考スランプ(cm)適　用　箇　所

（２－２）鉄筋

 高強度せん

　断補強筋

径
材　　質 継　　手 備　考

D10,D13

D16

D19

D22

D25

SD345 SD390 圧接 重ね

○

○

○

○

○

○

注　材料はＪＩＳ規格品とし、規格証明書を提出すること。

（２－３）鉄骨

　大梁

　小梁

　柱（Ｈ型鋼）

　柱角パイプ

　柱丸パイプ

　間柱

　ベースプレート

　冷間

　熱間

適　用　箇　所 備　考材　　　質

  SS400・SM490A・SN400A・SN490A

  SN400C・SN490C

  SS400・SM490A・SN400B・SN490B

  BCR295(SN400B)・BCP235B(SN400B)・BCP325B(SN490B)

  既製品ベースプレート（センター認定品）

注　材料はＪＩＳ規格品とし、規格証明書を提出すること。

（２－４）錆止め塗装

 標準仕様書による   A・※B・C

工場 現場
種　別錆止め塗装素地調整塗　装　範　囲

・鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブ内面

　　※JISK5625１回塗とし、塗り種別はＢ種とする。

（２－５）溶融亜鉛メッキ

範　囲 前　処　理　工　程

（２－６）高力ボルト

「トルシア形高力ボルト」とする。

　高力ボルト接合

　溶接接合

継　手　形　式
大　梁　継　手 小　梁　継　手 柱　継　手

フランジ ウェブ フランジ ウェブウェブ

（３－１）ボーリングデーター　　　　　　有　　無

（３－３）直接基礎

基礎形式　　　　独立基礎

　　　　　　　　布基礎

　　　　　　　　ベタ基礎

（３－４）杭基礎

　　　　　・摩擦杭　　　（　　　　　　　　　　　　　）又は同等認定工法

　　　　　・現場打杭　　　　・アースドリル工法　　　　・ベノト工法　　　　・深礎工法

　　　　　・摩擦杭

　　　　　・現場打杭

杭径及び杭耐力

杭　　径 杭　　耐　　力 備　　考

杭種類

杭　　径 位　　置 杭　　長 杭　　種

上　杭

中　杭

下　杭

Ａ・Ｂ・Ｃ

Ａ・Ｂ・Ｃ

Ａ・Ｂ・Ｃ

Ａ・Ｂ・Ｃ

Ａ・Ｂ・Ｃ

Ａ・Ｂ・Ｃ

上　杭

中　杭

下　杭

杭耐力の確認

係員立合いの上、杭耐力の確認を行う事。

　認定工法

　摩擦杭

　現場打杭

　・最終打撃による耐力算定

杭　工　法 耐　力　の　確　認

（３－５）埋め戻し転圧について

 U:ウルボン鋼

 RB:リバーボン

 UH:UHフープ

 S:デーフープ・ストロングフープ

　　 スミフープ

　　ベースパック,ハイベース,ＮＣベース,Ｕボンド

塗　回　数

　　　　　　　亜鉛メッキの種類・記号

　　脱脂フラックス加工

　　脱脂フラックス加工

但し、係員と協議の上ＪＩＳ型高力ボルトを使用する事が出来る。

載荷試験　　　　有　　　　※無

　・載荷試験　　・アンメーターによる支持地盤確認

　・係員立合いによる支持層確認（目視）

　・試験堀による支持層確認（目視）

　・係員立合いによる支持層確認（目視）

　・試験堀による支持層確認（目視）

 基礎

　 階柱壁～　階梁スラブ

　 階柱壁～　階梁スラブ

　 階柱壁～　階梁スラブ

○

○

１．特記仕様書の注意事項

２．係員の検査を受ける事項は、検査予定日の一週間前までに連絡すること。

　　係員の承諾を受ける。

３．本工事の施工に先立ち、各工事別に施工計画書および施工図を作成し、係員の承諾を受ける。

４．工事が完成したときは、係員の指示により、下記のものを作成し、係員に提出する。

　SHC400B･SHC490B

　STK400･STK490

ボルトの種類は２種（S10T）とする。（スベリ係数は0.45以上とする）

溶融亜鉛メッキの場合はS8Tとし、スベリ係数は0.4以上とする。

３．地業工事

（３－２）地業種類　　　　　　　　　　　直接基礎　　杭基礎

　セメントミルク工法
（２－７）工事現場形式

 捨コンクリート

 ラップルコンクリート  ラップルコンクリート

（１）

 杭コンクリート  現場打ち杭

 15・18・21

 15・18・21

　　 18・21・24・27・30

　　 18・21・24・27・30

　　 18・21・24・27・30

　　 18・21・24・27・30

　　 18・21・24・27・30

　　 18・21・24

　　 18・21・24

 　普通・軽量1.2

 　普通・軽量1.2

 　普通・軽量1.2

 　普通・軽量1.2

 　普通・軽量1.2

 　普通・軽量1.2

 　普通・軽量1.2

 　普通・軽量1.2

 　普通・軽量1.2

 　普通・軽量1.2  15・18・21・24

　※ショットブラスト

　※ショットブラスト

・耐火被覆面　　・錆止め塗装なし

　　　　　　　　・JISK5621 １回塗

　　　　　　　　　　　　・錆止め加工なし

  SS400･STKR400

  SS400･SN400C･SM490

杭工法　　・セメントミルク工法　　　　　　　　　　　・ＥＡＺＥＴ工法

・埋め戻し工法　・３段じめ埋め戻し工法（30cm毎に転圧の事）

１）特記事項の適用は、項目の番号に○印のついたものとする。

１

備　　考

18・21

15・21

 設計基準強度 (N/mm2)

　　　　　　　　　　セメント　ジオセット10　混入の上転圧の事（１００ｋｇ／ｍ３）

Ａ・Ｂ・Ｃ

Ａ・Ｂ・Ｃ

Ａ・Ｂ・Ｃ

上　杭

中　杭

下　杭

18・21

18・21

18・21

18・21

18・21

18・21

18・21

18・21

・デッキプレート下端　　・上記に同じ　・　Ｚ１２　

杭種　　　・ＰＨＣパイル　　　　　　　　　　　　　　・スクリューパイルＥＡＺＥＴ

　　　　　・認定工法　　（　　　　　　　　　　　　　）又は同等認定工法

　ダイヤフラム

　SS400・SM490A・SN400B・SN490B（端部ＪＯＩＮＴ部分までSN400Bとする）

○ ○

○D29･D32

・埋め戻し土　　・良質な山土（客土）（９０㎝）

（  Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ 　 対 応 品 ）

・塗り種別は見え掛かり部分をＡ種、見え隠れ部分をＢ種とする。

（上限値とする）

（上限値とする）

（上限値とする）

（上限値とする）

（上限値とする）

（上限値とする）

（上限値とする）

（上限値とする）

（上限値とする）

（上限値とする）

　1階柱壁～　階梁スラブ

 JISK5623・JISK5674

　　　　　　　　・セメント安定処理埋め戻し工法

・補正+Sについては、設計基準強度に加える事

２．本書及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修建築工事標準仕様書最新版（以下「標準仕様

３．標準仕様書に記載されていない事項は日本建築学会建築工事標準仕様書・同解説　最新版（以下「ＪＡＳＳ」と略称）

１．特記仕様書、標準仕様書およびＪＡＳＳの試験は、原則として公的試験所で行うものとし、その決定にあたっては

SD295

　JISH8641２種　HDZT49,56,63,70,77

　JISH8641２種　HDZT49,56,63,70,77

○

○

許容地耐力　　　fe =  　３５０   KN/m２

深さ　　　　　ＧＬ - １．７ m　＋柱状改良

【防災対策本部棟】　構造特記仕様書（１）
Ｓ-01

構造設計一級建築士　登録第8803号

１級建築士 登録番号 第317631号　　月岡　勇

令和７年度　市単独事業　災害対策本部棟・堀之内体育館新築工事（建築）

令和７年８月



一級建築士（大臣）第281750号 　青木 寿昭

株式会社 綜企画設計　一級建築士事務所 静岡県知事登録 (1)第7914号
工事名：

菊川市
A1：1/***

A3：1/***

構　　造　　特　　記　　仕　　様　　書

１．鉄筋はＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品を標準とする。

２．鉄筋の加工及び組立は、「　鉄筋コンクリート構造配筋基準図　」による。

１．寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打ち込み、養生、管理方法など

２．構造体コンクリート現場の圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３）は、現場水中養生、または、現場封かん

　　養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

　　一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。なお、供試体の数量は

　　特別指示なき場合は、１回当たり６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

３．ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置に出来るだけ近づけて垂直に打ちコンクリートの自由落下高さは、コン

　　クリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技師または同等以上の技能を有する

　　者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打ち継ぎ時間間隔の限度については、外気温が２５度未満の場

４．鉄筋コンクリート工事

（４－１）コンクリート

必要事項について、係員の承認を得る事。

　４．調合性能は下記のごとくとし、調合表を提出の上係員の承認を得る事。

　　　　　　　　　　・防せい剤

（４－２）鉄筋

２．溶接継目強度　母材と同程度の溶接設計をして

□　ある

□　ない

３．下記の検査を受ける事。

・施工図検査

・材料検査

・現寸検査　（現寸図は、床書きとする）

・仮組検査

・製品検査

・柱脚部の検査（　現場施工時　）

・高力ボルト接合部の検査（　現場施工時　）

４．ミルシート、超音波探傷試験結果、建て方終了時の全景写真を提出の事。

５．高力ボルトの摩擦面の処理は黒皮などを座金外径の２倍以上の範囲でショットプラスト、グラインダー掛け等

を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態ですべり係数が０．４５以上確保できるものを

標準とし、目視により検査を行う。

６．高力ボルトの締め付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締め付けの順序は部材が十分密着する

ように注意して行う。また、締め付けは原則として２度締めとする。

トルシア形高力ボルトの２次締めは、トルシア形高力ボルト専用レンチで行い、チップの破断で締め付け終了

を確認する。

７．締め付け後の検査は、各締め付け工法別に適切な締め付けが行なわれているか検査する。

トルシア形高力ボルトは、マーキングによって、１次締めなされたことを確認し、ボルト端のチップ破断によ

って、２次締めを確認する。

５．鉄骨工事

　　１．鉄骨の加工及び組立は、下記工場にて行う。

　　Ｈグレード工場

　　Ｍグレード工場

　　Ｒグレード工場

　　Ｊグレード工場

全　構　連　認　定

　

（認定工法は認定書による）

　　　　　　　　　　・デンカCSA

（２）

　　また、打ち込み量が１５０ｍ３をこえる場合は１５０ｍ３ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。

　　水セメント比

　　※普通ポルトランドセメント

　　・Ｈ形（　タガ形　）

　　・Ｗ形（　溶接形　）

　　・Ｓ形（　スパイラル形　）

　　　　　　（第三者は CIW認定業者とする）

         　　・地階は、ベストン混入とする。

         　　・各階全てベストン混入とする。

３．柱の帯筋は、下記のごとくとする。

    混和材料　　　　・AE減水剤

　　　　　　　　　　※高性能AE減水剤

　　　　　　　　　　・ベストン

　　　　　※65％以下　・　％以下

　　単位水量　　　　 　　※1.8 KN/m３以下　　・　　　Ｎ/m３以下

　　単位 セメント量　　　※2.65 KN/m３以上　　・　　　Ｎ/m３以上

・超音波探傷検査　（□　第三者にて　　３０　　％、□　社内にて　１００　　％）

・外観検査

８．外観検査は下記項目について行う事。（□　第三者にて　　３０　　％、□　社内にて　１００　　％）

ａ．割れ

ｂ．スラグ巻き込み

ｃ．オーバーラップ

ｄ．アークストライク

ｅ．クレーター処理不良

ｆ．まわし溶接不良

ｇ．切断・開先加工等の加工時のガスノッチ

ｈ．端部処理不良

ｉ．のど厚不良

ｊ．アンダーカット（０．３ｍｍをこえる）

ｋ．梁フランジと通しダイヤフラムの食い違い

　　合は１２０分、２５度以上の場合は９０分以内とする。

６．主な試験、検査（構造関係）

種　類 採　用 項　　　　　　　目 備　　考

　平板載荷試験

　杭の載荷試験

　試験杭

　埋め戻し時,セメント安全処理の係員の立合い

　打込み直前における品質検査

　材料試験

　材料試験

　工場溶接工技量確認試験

　高力ボルトのすべり係数試験

　工事現場溶接工技量確認試験

　工事現場溶接部の超音波探傷試験

　工場溶接部の超音波探傷試験

注　超音波探傷試験は元請業者の発注とする。

　軽量コンクリート使用の時

　

　認定書写しにて可

　認定書写しにて可

　認定書写しにて可

コ
ン
ク
リー

ト

鉄
　
　
筋

鉄
　
　
　
　
　
骨

　　　　　　　カ所

　埋め戻し時,３段締め工法の係員の立合い,転圧機使用の確認

　荷おろし地点における品質検査（単位 容積 重量）

　　（スランプ,空気量,温度,塩化物検査,単位容積重量

　　　強度測定のためサンプル及び圧縮強度）

　ガス圧接工技量確認試験

　ガス圧接部引張試験

　ガス圧接部超音波探傷検査

　ミルシートにて可

　　ミルシートにて可

　　柱梁突合せ部分のみ

　杭打設時のアンメーターにより支持地盤確認

　ためし練り試験

地
　
　
業

○

○

○

○

○

　　　　　　　にて検査の事

　　　　　　　にて検査の事　「外観検査は建設省告示第1464号に基づき検査すること」

　外観検査

施工箇所

セメントの種類

在置期間

中の平均気温

コンクリートの材齢に

よる場合（日）

コンクリートの圧縮

強度による場合

１５℃以上

５℃以上

０℃以上

早強ポルトランド
セメント 高炉セメントＢ種

２

３

５

３

５

８

５

７

１０

圧縮強度が５Ｎ／mm２以上になるまで。

基礎、梁側、柱、壁

施工箇所

セメントの種類

１５℃以上

５℃以上

０℃以上

早強ポルトラン
ドセメント

高炉セメント
Ｂ種

普通ポルトランド
セメント、混合セ

普通ポルトランド
セメント、混合セ

メントのＡ種

メントのＡ種

齢による場合（日）

コンクリートの材

縮強度による場合

コンクリートの圧

梁　　下ス ラ ブ 下

左記のすべてのセメント

２８

８

１２

１５

１７

２５

２８

２８

圧縮強度が設計基準強度（Ｆｃ）の８５％以上又

は１２Ｎ／mm２以上であり、かつ、施工中の荷重

が確認されるまで。

在置
期間中

の平均気温

圧縮強度が設計基準強度以上であり

及び外力について、構造計算により安全である事

、かつ、施工中の荷重及び外力につ

いて、構造計算により安全である事

が確認されるまで。

※　スラブ下及び梁下のせき板は、原則として、支柱を取り外したのちに取り外す。

※　片持梁、庇、長大スパンの梁、大型スラブ等の型枠を支持する支柱、又は施工荷重が著しく大きい場合の
　　支柱等は、必要に応じて、在置期間を延期する。

１．せき板の最小在置期間は下記のごとくとする事。

２．支柱の最小在置期間は下記のごとくとする事。

７．せき板・支柱の在置期間

　　　　　　　にて検査の事

　第三者 CIW　認定業者

　第三者 CIW　認定業者

　第三者 CIW　認定業者

　第三者 CIW　認定業者

※　支柱の盛替えは行わない。

Ｓ-02
【防災対策本部棟】　構造特記仕様書（２）

構造設計一級建築士　登録第8803号

１級建築士 登録番号 第317631号　　月岡　勇

令和７年度　市単独事業　災害対策本部棟・堀之内体育館新築工事（建築）

令和７年８月



一級建築士（大臣）第281750号 　青木 寿昭

株式会社 綜企画設計　一級建築士事務所 静岡県知事登録 (1)第7914号
工事名：

菊川市
A1：1/***

A3：1/***

第1帯筋

注3 フックおよび継手の位置は、
    交互とする

    主筋の位置をさける
注2 W型で現場溶接をする場合は
注1 第1帯筋は、梁づらに入れる

両面溶接5d以上
lは片面溶接10d

2d2d

d/4以下

圧接面圧接面圧接面

dd

杭間隔は2xφかつφ+1000以上

L2h＊

フラットバー@3,000
スぺーサー

杭頭天端より

はかま筋は特記による

Ｕ形補強筋

（独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合は標準仕様書414頁参照）

L2が不足する場合

2㎜以下

r=6d

r=6d

r=6d

※ 一般のあばら筋と同様のものを2本束ねる

L1h

L
2

L
2
h

a=0.5L1h

L1h

a

L1h

a≧0.5L1h a

(3)鉄筋の定着の長さ（表２）

L3h

SD295A･SD295B･SD345:(D16以下)R≧3d,(D19以上)R≧4d

L2h＊

継手長さ

L2h＊

L
2

(2) 連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長

(1) 独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継ぎ手、定着及び余長

L2h＊L2h＊

L2h

標
準

1
0
0
0

L
2

L
2

L
2

1
5
d

1
5
d

L
2
h

3-D16

L2hを確保できない場合は、2､(3)による

＊基礎梁あばら筋と同径・同間隔

L
2

3
-
D
1
6

はかま筋は特記による

(a-dに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。)

d，その他、本配筋標準に記載する箇所

c，単純梁の下端筋

b，柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分の鉄筋(右図参照)

a，あばら筋,帯筋

隣り合う鉄筋の平均径の１．５倍

投影定着長さ（表３）

(2)鉄筋の重ね継ぎ手の長さ（表１）

L1
La

d
d/5以下d1.4d以上d

1.1d以上

重ね継手(下図のいずれかとする)

a≧400

  圧接継手

dθ

θ＞80°

  ガス圧接形状

30d

30d

35d

25d

30d

35d

40d

45d

50d

35d

40d

45d

(ﾌｯｸあり)(ﾌｯｸなし)

L1

15d

15d

15d

15d

15d

20d

Lb
L1h

10d

以上
150mm
かつ

10d

20d
20d

25d

30d

25d

30d

35d

30d

35d

40d

35d

40d

45d

24､27

21

18

フックあり

ｽﾗﾌﾞ小梁ｽﾗﾌﾞ小梁

L3
L2

フックなし

Fc(N/mm2)

基準強度

ｺﾝｸﾘｰﾄの設計

SD295B
SD295A

鉄筋の種類

SD345

24､27

21

18

24､27

21

18

Fc(N/mm2)

基準強度

ｺﾝｸﾘｰﾄの設計

SD295B
SD295A

鉄筋の種類

(90°未満は特記による)

折曲げ内法寸法R

d･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値

営繕部監修公共建築工事標準仕様書」平成（２２）年度版に準ずる。

5d以上

135°

4d 6d

6d

50ｄ

末端部の添え巻きは1.5巻き以上とする

注:高強度せん断補強筋のフープには､

設
計

ピ
ッ

チ
以

下

(2)柱主筋の定着及び余長さ

基
礎

梁

基礎梁下端筋

基礎梁上端筋

150

基
礎

梁

150

W1の三角壁厚さは、200以上又は基礎梁幅とする

150

4
0
(
※

）
7
0

4, 埋戻し土のある場合は（※）を70とする

3, ②の鉄筋はD13以上

2, ①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

   但し上端と下筋を読みかえる

1, 耐圧版鉄筋の継手位置は 8.床版 にならう

1

≧
1
5
d

1

2

a

L
2
 
o
r
 
L
3

L2

ハンチを付けた場合(a≧3)

H
5
0
0
＜

H
≦

1
0
0
0

H≦500は＊印筋は不用とする

梁
幅

2
0
d
以

上
2
0
d
以

上

(
L
b
＜

3
B
の

時
は

基
礎

内
等

間
隔

配
筋

）

L
b

b
(
=
3
B
)

d

(La＜3Dの時は基礎内等間隔配筋）

La

a(=3D)

B

L

異
形

鉄
筋

(
4
0
d
以

上
)

異
形

鉄
筋

(
2
5
d
か

つ
3
D
以

上
)

根
巻

き
高

さ
(
h
)

(150以上)

鉄骨柱D かぶり厚さ

HOOP 3-D10以上@30以下

(150以上)

かぶり厚さ

B.PL下端

D
1
0
以

上
@
1
0
0
以

下

3
0
～

5
0

根巻き型

主筋

H
O
O
P

埋
込

み
長

さ

(
2
D
以

上
)

鉄骨柱D

D
1
0
以

上
@
1
0
0
以

下

3-D10以上@30以下HOOP

H
O
O
P

B.PL下端

主筋 30～50

埋込型

か
ぶ

り
厚

さ

(
柱

幅
以

上
)

(柱幅以上)

かぶり厚さ L1

柱

L
1

ハ
ン

チ
梁

幅

加工品

中子筋

溶接閉鎖Hoop

形  状: 柱リスト参照

Hoop材: 柱リストに示されたHoop

(F):可とうゾ－ン(両方向共梁内法間の部分)

紙面直交方向については中子筋不要。

示されたHoopとし、右図の場合、

Hoop材: 各方向ごとに梁内のり間は柱リストに

形  状: 柱リスト参照

(B):境界ゾ－ン(一方向が梁内法間で他方向がパネル内の部分)

溶接閉鎖Hoop

中子筋

加工品

h
1
/
2
+
1
5
d

内 端 部外 端 部

45°～60°

2-D13@200ﾀﾃﾖｺ

（杭頭処理）

はつり部分

R･･･直径D･･･部材の成d0･･･異形棒鋼の最外径

粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25㎜以上

15d

φ･･･直径又は丸鋼S.HOOP･･･補強帯筋HOOP･･･帯筋ST･･･あばら筋

C･･･中心線 l0部材の内寸法距離r･･･半径@･･･間隔

(2) 記号

L

柱

末端にはフックが必要

図の  印の鉄筋の重ね継手の

梁

点線部は壁の改修を考慮しフックが望ましい

(6) 鉄筋のフック

(5) 鉄筋のあき

(1) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用し、特記無き事項は「国土交通省大臣官房官庁

梁幅ハンチ ハンチ

鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄
筋並びに梁の成が小さく、
設計応力に対して必要な定着長

仕様は設計図書の特記による

圧接継手 量ね継手

h
0
/
2
+
1
5
d

(P):パネルゾ－ン(両方向共にパネル内の部分)

形  状: □-100@

Hoop径: 柱リスト参照 Hoop

梁天端梁天端

梁下端

梁天端

梁下端

梁天端

   いかなる現場溶接も行ってはならない。

D10-@1000

4d

D10-@1000

e e

15d

1
0
0

1
0
0

又は同サイズ2本

a

5
0

(5)絞り

a=1.5d(d:主筋径)

a

a

4d
e＞D/6e≦D/6

D D a

a

(6) 二段筋の保持

(B)

(F)

(F)

(P)

(B)

(F)

(P)

(4)フ－プ割付け要領図

中　間　部

（重ね継手）（柱頭又は柱脚部）

末　端　部

ｄ

6ｄ

ｄ

＝
＞6ｄ

ｄ

＝
＞6ｄ

日 型

目 型

8
d

5d

6d

イ H型(タガ型)

ロ 型

ハ S型(スパイラル型)

D

(4)ﾌｰﾌﾟ割付け要領図参照
10以上

ロ W型(溶接型)

h
0

L
2

h
0

h
1

h
0
/
4

h
0
/
2
 

h
0
/
4

継手の好ましい位置

h
0
/
4

h
0
/
2
 

h
0
/
4

(1) 柱主筋の継手

※2本巻き

上端筋継手範囲上端筋継手範囲 下端筋継手範囲

20d20d

(各4ヶ所)

100以上とする

10d又は重ね継手40d
HOOP筋の継手は片側溶接

重
ね

継
手

柱
主

筋
4
0
d

へりあき200以上

余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

(6) 側柱柱脚の補強

柱

※
2
本

巻
き

1
6～8

加工要領図

(5) 水平ハンチの場合のあばら筋

8
d

8
d

D

イ

Dが1500を超える場合

加工要領図

(4) せいの高い梁のあばら筋

(3）　小規模鉄骨構造の柱脚固定の配筋

15d

l0/4

l0

l0/2l0/4

l0/2
15d

l0/4 l0/4

内 端 部外 端 部

（梁主筋カットオフ位置は設計図書の特記による。特記のない場合は下図による。）

L
2

2-D16以上

(4) 基礎接合部の補強

(3) べた基礎

40d(片側)

D13

20d(両側)
余長4d

フック無し

D

45°

LC

D13
フック付

(2) 杭 基 礎

柱近傍に重点配筋する場合は下図による

(1) 直接基礎

b

φ

基礎下面

a

φ

基礎下面

肉盛溶接

杭頭ｷｬｯﾌﾟ

杭頭補強筋

主筋のかぶりは

4
5
d

C

杭頭処理
LC

1
0
0
以

上
8
0
0
～

1
0
0
0

ﾊﾟｲﾙｷｬｯﾌﾟ

a
bφ

ｺﾝｸﾘｰﾄ

中詰め

基礎下面

埋込み方式

ﾊﾟｲﾙｷｬｯﾌﾟ

帯筋
φ

b
a

d

中詰め補強方式

中詰め
補強筋

ｺﾝｸﾘｰﾄ
中詰め

基礎下面

(2) 現場打ちコンクリート杭

φ

a
d

基礎下面

ﾊﾟｲﾙｷｬｯﾌﾟ

主筋定着方式

(1) PC杭、又はPHC杭全てに補強を行う

（採用する杭種別を明記し、詳細および下記寸法 a～d は設計図書の特記による。）

8d以上(※4d以上)6d以上(※4d以上)

余長 余
長

余
長

※片持スラブ、L配筋の先端

SD390 : R≧5d

4d以上鉄筋の余長

RR
図

90○135○180○折曲げ角度

(1) 鉄筋末端部の折曲げの形状

ｄ

5
0
ｄ

6ｄ＝
＞

＝
＞

h0･･･部材間の内法高さ

L2

L
1

c

(3) 帯筋

５． 基礎梁

６．柱

４．基    礎

３．杭

２．鉄筋加工、かぶり

l0

L2
＊ ＊ ＊

＊
＊

＊W1

L

φ

LC

L1

l

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

a

R

P

150以上

L1

継      手

  2, 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

  3, 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継ぎ手長さとする

     ｸﾘｰﾄの場合は50d)と表の重ね継ぎ手長さのうち大きい値とする

  5, D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

  1, 末端のフックは、重ね継手の長さに含まない

＊:L2hを確保できない場合は、2､(3)による

＊:L2hを確保できない場合は、2､(3)による

P

  4, 主筋及び耐力壁の重ね継手の長さは特記による。特記が無ければ、40d(軽量ｺﾝ

  6, 鉄筋の種類が異なる場合、形状が著しく異なる場合及び径の差が5mmを超える

  7, 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は、表の値に5dを加えたものとする

  　 場合は圧接としてはならない。

(3) 鋼管杭

１．一般事項

キャップタイd

8
d
以

上

折まげ角度90°はスラブ筋、壁筋

の末端部またはスラブと同時に

打ち込むT形およびL形梁のキャッ

プタイにのみ用いる。
d

L2h＊ L2h＊

15d継手長さ

イ の拡大図

帯筋より1サイズ太く

最上階

梁下端

一般階

梁下端

d0

間隔

あき
d0

異型鉄筋

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 標 準 図  （ １ ）

【防災対策本部棟】　鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）
Ｓ-03

柱かぶり厚さ

かぶり厚さ

L１又はL2

60

40

L1,L2又はL3 L1h,L2h又はL3h

直線定着ﾌｯｸあり

ｌ

直線定着ﾌｯｸなし

Lｂ

鉄筋の定着の方法

基 礎・擁 壁・耐圧スラブ

擁壁・耐圧スラブ

(注)

La(但し、柱せい

(4) かぶり厚さ (単位：㎜)

【※】表の長さを全長で確保する

の3/4倍以上

40

70

50(3)
40(2)(30)

30(20)

20

50(2)

30

梁
巾

増
打

ち

床スラブ
非耐力壁

柱
耐力壁

はり

柱・はり・スラブ・耐力壁

屋    外

屋   内

屋    外

屋   内

50

3040

40(1)

屋根スラブ

最小かぶり厚さを確保する。

厚さが部分的に減少する箇所に付いても

ひびわれ誘発目地部など鉄部のかぶり、

土に接する部分

土に接しない部分

L
L

部 位
設計かぶり厚さ最小かぶり厚さ

(㎜) (㎜)

余
長

【※】

余
長

定　　　着

  7, 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は、表の値に5dを加えたものとする

  1, L1,L1h：2,以外の直線定着の長さ及びﾌｯｸあり定着の長さ

  2, L2,L2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びﾌｯｸあり定着の長さ

  3, L3：小梁及びｽﾗﾌﾞの下端筋の直線定着の長さ。但し、基礎耐圧ｽﾗﾌﾞ及びこれを受ける小梁は除く。

  6, 柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着長さは特記による。特記が無ければ、40d(軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は50d)と表の定着長さのうちの大きい

  　 フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長を表２に示す

  　 直線定着の長さとし、かつ、余長を8d、仕口面から鉄筋外面まで

  　 の投影定着長さを表３に示す長さ(かつ、梁主筋の柱内定着におい

  　 ては、原則として、柱せいの3/4倍以上)をのみ込ませる。

  4, L3h：小梁の下端筋のﾌｯｸあり定着の長さ

  5, 末端のフックは、定着の長さに含まない。又、中間部での折曲げは行なわない

  1, 仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さLが、表２の

  (1),耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて30ｍｍとすることができる。

  (2),耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて40ｍｍとすることができる。

  (3),コンクリ－トの品質及び施工法に応じ、工事管理者の承認を受けて40ｍｍとすることができる。

  (4),(　）内は仕上げがある場合。

  (5),鉄筋加工時の被り厚さは、設計かぶり厚さを採用し、最小かぶり厚さを下回ることのないようにする

　　 値とする(壁式構造も同様とする。)

30d

20d

20d

15d

20d

20d

20d

25d

30d

35d

25d

30d

35d40d

45d

50d

35d

40d

SD345

24､27

21

18

30､33,36

30､33,36

30d

30d

20d

20d

15d

15d

15d

15d

35d

35d

25d

25d

構造設計一級建築士　登録第8803号
１級建築士 登録番号 第317631号　　月岡　勇

令和７年度　市単独事業　災害対策本部棟・堀之内体育館新築工事（建築）
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一級建築士（大臣）第281750号 　青木 寿昭

株式会社 綜企画設計　一級建築士事務所 静岡県知事登録 (1)第7914号
工事名：

菊川市
A1：1/***

A3：1/***

※直線部でL2hが確保できない場合は

(既製品の適用範囲を準拠し、承認を得ること)

(使用する場合は、設計者又は工事管理者と打合せのこと)(3)既製品

(2) 鉄筋標準配筋

設置可能範囲

孔補強の定着長さ

L1

L1
L1

45° D

(φ1＋φ2)/2×3以上

φ2
φ1

l0

l0-3D 1.5D1.5D

DD/3

(1) 定着及び継手

※L2hが確保できない場合は標準図(1).2.(3)による。

8
d

A  C

継手位置

短辺・長辺方向

長 辺 方 向

短 辺 方 向

標準継手位置

B

B

下端筋

上端筋

床版厚さD

(4) 床版開口部の補強(開口の径500程度の場合)

ｔ

(5) 床版段差

ba

D13L2

350

L2

Ｈ

D13

Ｈ

5H

a b

完全ｽﾘｯﾄ

ｽﾘｯﾄ材

ダブル配筋

L2

1
5
0
程

度

L2かつ柱中心線を越える

ＣＬ

ＣＬ

配筋図

50300

l0/4l0/2l0/4l0/4l0/2l0/6

l0l0

l0/2

l0

D l0/4 l0/4 D

l0/4l0/4

L3またはL2

L2

L3h
※

L2h
※

L

l

A

AA B

A

CC

CC

15d

あ
ば

ら
補

強
筋

D10

補強筋

好ましい位置

は継手の

終端

一本目を配置する。

差筋 D10－@200

L
3

L
2

250t250

あばら補強筋

越えてから縦に降ろす。

階段主筋は、壁の中心線を

（注）　１．階段主筋は、壁の中心線を

L
2

L
2

D13

L2

L2

L
2

L2

L
2

L
2

L
1

L
2

L
2

受け筋

※

L2h
※

L2h
※

L3

梁の中間にｽﾗﾌﾞが取り付く場合

L3 L2

L

配力筋

主筋

隣接スラブと同一ﾚﾍﾞﾙの場合

受け筋

腹  筋

1200≦D＜1500  6-D10 3段

D4
d

      D＜ 600  不要

 600≦D＜ 900  2-D10 1段

 900≦D＜1200  4-D10 2段

(5) 幅止め筋の本数、加工

D10@1000位内で割り付ける

L2h
※l0/415d15dl0/4 l0/4 15d 15d l0/4

20d

l0/6l0/6

20d

L2h
※

終端終端連続端

斜め定着でもよい
L2h

※

20d20d

l0L2h
※

L2h
※

L1 L1

L1 L1

L
2

a

柱幅

フック付

CL

L2h
※

二段筋

15dl0/4

L
2

D
D

D13

＠／２
＠／２

・無筋部分D10-@200  長さ800以上

▽
打継ぎ面打継ぎ面

▽

・設計配筋間隔の1/2ピッチ 長さ2L1以上

(8) 打継ぎ補強(ダメ穴打継面について)

e

D13 2-D13

イ

イ

縦筋は、柱面に

を
超

え
る

L
2
か

つ
中

心
線

横筋の配置は上下端とも
梁、又は床面に一段目を

配置する。

片持ちスラブ形基準配筋

配筋種別 ＫＡ１ ＫＡ２

シングル配筋

L2

L
2

L2 L2

L
2

L2 L2

L2L2

150程度

L2

1000

1000

L2

D13

D13

d

c

b

W
t

柱

(2) スリット部(設計図に記入のあるとき)

a

t

ＬＣ

a及びa'≦200

a'

補強筋補強筋

a

D

a

巾止メ筋

a

a

※

ハッチ部分は増打コンクリートを示す。
※

B

(1) 柱増打ち補強

(2) 梁増打ち補強

(1) 設置可能範囲

(2) 屋根スラブの補強

a

l
l

b

lx

D13 15d L2

15d 15d

L3

Ｃ
Ｌ

l
y

lx/2lx/4 lx/4

b

l
1
/
2

(1) 定着および継手

a

(3) 片持ちスラブ出隅部補強（補強筋は設計図書による）

(出隅部分補強配筋)L
1
(
上

端
筋

)

L
3
(
下

端
筋

)

補
強

筋
の

定
着

l1

l
2

注) 設備の小開口が連続してあく場合

D13

D13

L1
L1

L1
L1

孔と孔のへりあき100以上

2L1
L
1

周囲 斜め

D≦150

150＜D≦200

200＜D≦300

各2－D13

各2－D13 各2－D13

各2－D19 各2－D16

各1－D13     は縦、横、斜補強筋とは別に開口

    によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

L1

L
1

(6) 土間コンクリート

幅止め筋

7l0/12l0/6

D

第1あばら筋は柱面より配筋する

c

斜め定着でもよい

2l0/3

l0

l0/4

l0

平面
正 面

正

面

≧30 ≧30

b

a

(2) 大梁、片持梁、小梁主筋の継手

(3) あばら筋、腹筋、幅止めの配置
つりあげ筋

b

(1) 定着

最上階

一般階

L1

D10－150@

L3

2
0
0

(7) 釜場

1500≦D        D10@300以内

2l/3

ｔ

大梁

片持梁の定着

小梁の定着

大梁、片持梁

小梁

片持ち床スラブ

一般床スラブ

Ｈ≦70の場合

梁への定着

柱への定着

一般継手

壁と壁(平面図)

※の箇所(入隅)は各階補強する

補強筋は各5-D10又はスラブ主筋の同一

径でl=1,500とし、上端筋の下に配筋する

D13(l≦1000)
D16(l＞1000)

プレート型金網型パイプ型リング型

・孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の3倍以上とする。

・孔は、柱面から原則として、1.5D（Dは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

・孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より1/3Dの範囲には設けてはならない。

・孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

・孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて

　配筋できる場合は、補強を省略することができる。

・溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。

・溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。なお、リング筋は、溶接金網に4箇所以上

・溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

・縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

・補強筋は、主筋の内側とする。また、定着長さは下図による。

柱の打増し補強は、打増し幅が

70ｍｍ以上かつ200ｍｍ以下の

場合に適用する。

200ｍｍを越える場合は、特記に

よる。

なお梁及び耐力壁の鉄筋の定着

長さは、増し打ち部分を除いて

※帯筋と同径同ﾋﾟｯﾁ

計算する。

・補強筋は、梁主筋の1段落し径(D16
  以上)とする。
・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ
  とする。
・腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合わせる。
・D≧400の場合は補強筋を3本とする。
・aは100～200程度。
・梁下端増打コンクリートの場合も上端
  増打コンクリート補強と同様とする。
・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

＠300ｍｍ以下

印は補強筋

２．スラブ配力筋の継手及び定着

の長さは、Ｌ２とする。

壁厚、壁配筋は設計図書による

床への定着(非耐力壁とスラブが取り合う場合)

D10@400程度(防錆処理を施す)
スリット部の鉄筋の被り厚さは
2-(4)がかぶり厚さの表、最小
かぶり厚さ以上とする。

（大梁主筋定着およびカットオフ位置は設計図書の特記による。
特記のない場合は下図による。）

L2h
※

※
L2h

L2h
※ L2h

※

L3h
※ L3h

※ L3h
※

補強あばら筋は小梁主筋側
に必ず入れること。

θ=45°

    を開口をさけて補強する。

出隅部分の補強筋

(出隅受け部配筋)

l1

l
2

l
1
/
2

出隅部
l1/2

l
y
/
4

l
y
/
4

スラブに上端筋がある場合 スラブに上端筋がない場合

は壁配筋と同じイ

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 標 準 図  （ ２ ）

7. 大梁、小梁、片持梁

8. 床版

１２． 梁貫通孔補強

９． 壁

１０． 階段

１１． 柱、梁増打コンクリート補強
増打するときは事前に設計者、

及び工事監理者と打ち合わせのこと

D10-@200
設計配筋間隔

打継ぎ補強筋（設計配筋と同径）

250

D13－200@ﾀﾞﾌﾞﾙ

2－D16

2－D16

幅止め筋

腹筋

4
d

2-D13

D13
D10＠200

D10＠200

D13 D10＠200

D13

D10＠200

D10－@200

継手長さ

全長を標準図(1).2.(3)の直線定着の

長さとし、余長を8d、仕口面から鉄筋
外面までの投影定着長さを標準図(1).

2.(3)に示す長さ(かつ、柱せいの3/4倍

以上)をのみ込ませる。

連続端連続端

鉄筋か、又は、同サイズを2本巻とする印は幅止め筋
つりあげ筋は、一般のあばら筋より、1サイズ太い

4
d

6d

6d6d

6d

8
d

b c da

(ロ）　フックの位置は　a　にあっては交互とする。

(イ）　原則として　a　のフック先曲げとする。

(4) あばら筋の型 (注、床板がない場合は135°以上のフックとする)

b とすることができる。

両側床版付(Ｔ型）梁で

70＜Ｈ≦150の場合

間仕切壁との交差部軽作業の土間

周囲補強筋

斜め補強筋

L3(下端筋)

L1(上端筋)
一般床版配力筋

l1/2

注 l1≧l2とする。
注 l1≧l2とする。

出隅受け部

D

柱部補強筋

径は配力筋と同径とする

L1 L1

(柱部分補強筋)

D13

D13 2-D13L
2

D13

D13

受筋D10

受筋D10

L1以上 L1以上 400以上 400以上

　溶接する。

600

Ｓ-04
【防災対策本部棟】　鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）
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一級建築士（大臣）第281750号 　青木 寿昭

株式会社 綜企画設計　一級建築士事務所 静岡県知事登録 (1)第7914号
工事名：

菊川市
A1：1/***

A3：1/***

Ｌ
1

以
上

Ｌ2

壁ばり縦筋

以
上

３
０

接合部

耐力壁・壁ばり

補強筋

壁ばり曲げ

以
上

３
０

曲げ補強筋
耐力壁端部

３
０

以
上

耐力壁縦筋

以
上 耐力壁端部

曲げ補強筋３
０

以上
３０

以上
以上
３０

以上
３０

Ｐ
Ｐ Ｐ

Ｐ
/
２

Ｐ

ＰＰ/２

ハ）重ね継手ロ）通し筋

（単配筋の場合）

イ）直交壁に定着

ａ．壁ばり主筋の重ね継手は、原則としてはり中間部には設けないものとする。

　　　　とする。

ｃ．幅止め筋はＤ１０とし、横筋に間隔１００ｃｍ以下で交互に配置する。

　　までとする

ｂ．直上階の耐力壁の長さが異なる場合の壁ばりの長さは、上下階耐力壁の重なった部分

Ｐ
／

２
Ｐ

／
２

調整区間

の場合の場合

Ｐ以下

(4) 壁ばり

第１横筋

複配筋

幅止め筋Ｄ１０－＠１０００以下

壁ばりの長さ

単配筋

Ｐ
Ｐ

ＰＰ ＰＰ ＰＰ

（複配筋の場合）（単配筋の場合）

d 耐力壁が交差する場合（十形部）

ＰＰ
Ｐ

Ｐ Ｐ

曲げ補強筋Ｄ１３以上

Ｐ

通し筋

ＰＰＰＰ

（複配筋の場合）

（単配筋の場合）

c 耐力壁が交差する場合（Ｔ形部）

耐力壁

ロ）直交壁に定着イ）重ね継手

直交壁

Ｐ

第１縦筋

耐力壁

曲げ補強筋Ｄ１３以上

直交壁

Ｐ Ｐ

補強筋４－Ｄ１３以上

耐力壁

直交壁

Ｐ

（複配筋の場合）

イ）直交壁に定着

補強筋４－Ｄ１３以上

耐力壁

直交壁

Ｐ

ロ）重ね継手

耐力壁

直交壁

Ｐ
／

２

曲げ補強筋Ｄ１３以上

第１縦筋 通し筋

Ｐ２
Ｌ

１
Ｌ

b 耐力壁が交差する場合（Ｌ形部）

Ｐ以下

調整区間

Ｐ／２

曲げ補強筋Ｄ１３以上

イ）端部曲げ補強筋１本の場合

Ｐ／２

（複配筋の場合）（単配筋の場合）

第１縦筋

ＰＰ

１
２

０
以

上

Ｐ Ｐ／２

曲げ補強筋２－Ｄ１３以上

第１縦筋

ＰＰ

１
８

０
以

上

ロ）端部曲げ補強筋２本の場合

ＰＰＰ／２

１
５

０
以

上

e/D＞1/6e/D≦1/6

e

絞る

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

L2

L
2

壁ばり縦筋

耐力壁補強筋
下階

壁ばり主筋

上階耐力壁補強筋

L
1

耐力壁の長さ

(通し筋とする)
壁ばり主筋

L
1

L
1

ｌ

ｌ

L
2

DD

e

パ－サポ－ト

曲げ補強筋縦筋

(1) 縦筋，曲げ補強筋，縦補強筋の定着

打継ぎ面

折り曲げ不可

打継ぎ面

縦筋

曲げ補強筋

打継ぎ面

布基礎上端

立上り筋

壁梁主筋または屋根スラブ

０
～

５
ｄ

ロ

イ

鉄筋端の180°

鉄筋端を90°に

回し配筋

直交外側に

水平(鉛直)に曲げ

かけ掛け

フックを直交筋に

壁ばり

補強筋Ｄ１３以上

曲げ補強筋、縦筋

Ｐ
／

２
Ｐ

／
２

接合部
耐力壁・壁ばり

補強筋
壁ばり曲げ

補強筋

以上

(7) 基礎

(6) 壁ばりと小ばり、床・屋根スラブ、片持ちスラブ

(5) 耐力壁と壁ばり

立上り部分が複配筋の場合

上端の耐力壁及び布基礎の

１５０以上

縦
筋 以

上

立上り部分は複配筋の場合

上端の耐力壁が単配筋で布基礎の

立上り部分が単配筋の場合

上端の耐力壁及び布基礎の

第１横筋
第１縦筋

耐力壁端部

第１横筋

Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｐ

（壁ばり中間部に接合する場合） （壁ばり下端に接合する場合）

（片側スラブの場合）

（スラブが連続する場合）

c 壁ばりと片持ちスラブ

縦
筋

１５０以上

（両側スラブの場合）

b 壁ばりと床・屋根スラブ

a 壁ばりと小ばり

主筋受け筋

Ａ

Ａ

［　水平断面　］［　水平断面　］

耐力壁縦筋

耐力壁横筋
壁ばり縦筋

耐力壁横筋

a 耐力壁と壁ばりが単配筋の場合

b 耐力壁と壁ばりが複配筋の場合

壁ばり主筋を定着

耐力壁曲げ補強筋の外側へ

壁ばり主筋を定着

耐力壁曲げ補強筋の内側へ

［　鉛直断面　］［　鉛直断面　］

補強筋

１８０以上

壁ばり上端壁ばり上端

スラブ

壁ばり曲げ

スラブ

耐力壁横筋 耐力壁横筋

壁ばり横筋

壁ばり曲げ

壁ばり横筋

１８０以上

１２０以上１８０未満

［　水平断面　］

［　鉛直断面　］

耐力壁横筋

耐力壁曲げ補強筋

スラブ

１３

３０以上

(2) 上・下階耐力壁の各種配置

(3) 各部配筋

a　一般耐力壁の場合

（ｂ）布基礎２回打ち（フ－チングと
　　立上り部分を分ける）の場合

１５０以上延ばす

（ａ）布基礎１回打ちの場合
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小ばり
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補強筋Ｄ１３以上

13．壁式鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （３）

斜めに定着する

斜め又は水平に定着する 捨筋を流して結束

Ａ－Ａ断面

１５０以上

耐力壁端部
曲げ補強筋、縦筋

耐力壁端部
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耐力壁端部
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ｄ．壁ばり主筋定着長さが耐力壁長さより長い場合は、直交方向への定着長さも含めＬ2

L=鉄筋コンクリート構造配筋

  標準図(1)の2-(2)(3)による。

【防災対策本部棟】　鉄筋コンクリート構造配筋標準図（３）
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一級建築士（大臣）第281750号 　青木 寿昭

株式会社 綜企画設計　一級建築士事務所 静岡県知事登録 (1)第7914号
工事名：

菊川市
A1：1/***

A3：1/***

５．　配合計画

４．　施工計画

３．　特記事項

１．　工法概要

２．　一般事項

本工法は、セメント系固化材液を用いて現地土を流動化処理することで、ブロック状の均質な

地盤改良体を築造する工法である。

本地業は、本特記仕様書によるほか下記を参考とする。

改良体の形状、寸法、及び配置は、設計図書による。ただし土質や地盤の状況により設計仕様

６．　施工要領

室内試験用土砂採取の上、改良対象土について下記の試験を行い配合を決定する。

を変更した方が適切と判断される場合は、監督員の承認を受けて変更することができる。

７．　施工管理項目

９．　報告書

８．　品質管理

特殊土用固化材（六価クロム対応品）

高有機質土用固化材

高炉セメントB種

・変動係数       

・設計基準強度      

・固化材の種類　　　

・粉砕混合方式　　　

・供試体の採取方法　

・工事業者　　　　　 専門業者による責任施工

「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」：（財）日本建築センター

「建築基礎構造設計指針」：日本建築学会

改良体の強度確認

検査手法Ａによる品質検査とし、材令２８日の平均強度が合格判定値を上回ることを確認する。

支持層の確認

電気比抵抗値測定

で測定する。

基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が判明した場合は別途検討する。

②　改良範囲の確認

①　施工位置の確認

③　支持地盤までの掘削

スラリー系機械攪拌式ブロック状地盤改良工法 特記仕様書

本工事に使用する工法は「　エルマッドS工法　」同等とする。（建設技術性能証明取得工法）

頭部サンプラーにより採取

①　改良面積

②　掘削深さ

③　支持層

④　掘削精度

⑤　改良体積

⑦　固化材液の積算流量

⑧　電気比抵抗値

⑨　施工天端

⑥　混合ローターの積算羽根切回数(1000回/m3)、攪拌混合度
Vd     =    25 ％

①　工事目的

②　工事概要

③　計画・設計の条件

④　施工計画(施工機械・作業計画・材料計画・工程計画)

⑤　施工管理計画

⑥　品質管理計画

⑦　安全管理計画

⑧　技術資料

⑨　その他

①　土質分析(単位体積重量・含水費・粒度組成)

XL:合格判定値

ka:合格判定係数

合格判定値を下回る場合は、その原因を調査して監督員と協議のうえ適切な処置を施す。

モールドコア供試体は50φ×100H　とする。

採取頻度は検査対象１５０ｍ３当りに1回とする。

採取には頭部サンプラーを使用する。

改良体より採取したモールドコア供試体による一軸圧縮試験を行う。

測定結果は工事報告書に添付する。

改良体の攪拌混合度を確認するために実施する。

掘削時に所定深度でサンプリングを行い、土質柱状図、土質サンプルと照合して確認する。

所定深度まで掘削時に支持層を確認する。

①　施工管理記録 

②　工事写真 

③　品質検査結果

④　材料出荷証明

工事完了後、以下の項目について報告書を作成し、監督員に提出する。

σd:標準偏差

Fc:設計基準強度

Vd:変動係数(25%)

Xn:Nヶ所の一軸圧縮強度の平均値

1

1.71.9

2 3

1.6

4～6

1.5

9～

1.3

7～8

1.4

抜取箇所数Ｎ

合格判定係数ka

④　改良幅・改良深さの計測

⑤　計測初期値セット

⑥　固化材液と土を攪拌混合

⑦　電気比抵抗値の測定（混合土のモニタリング）

⑧　改良天端レベルの調整

③　一軸圧縮試験(材令7日)

④　六価クロム溶出試験

撹拌バケット

Xn≧XL=Fc+ka・σd=Fc+ka{Fc・Vd/(1-1.3Vd)}

バケット先端に取り付けた電気比抵抗センサーにより、改良体中の電気比抵抗値をリアルタイム

②　試験練り(JGS 0821-2000に準拠)

工事に先だち下記事項を記載した施工要領書を監督員に提出し承諾を受ける。

⑤　試験結果を室内配合試験報告書にまとめて提出し、監督員の承認を得る。

<推定配合量>

W/C =    % , 固化材(C)=    kg/m3

Ｆc    = 　1150　 kN/m2

支持層 :泥砂岩

Ｓ-06
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A1：1/100

A3：1/200

SY1

SY2
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SX1
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SX2 SX3 SX4 SX5

改 良 深 さ 図   　１／１００

【防災対策本部棟】　改良深さ図
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エルマッドＳ工法（スラリー系機械攪拌式ブロック状地盤改良工法）

Ｆ１０：　１，６００×１，９００(Df=2510)

Ｆ１　：　３，２００×３，２００(Df=1700)

Ｆ２　：　３，５００×２，４００(Df=1700)

Ｆ３　：　２，４００×２，４００(Df=1700)

Ｆ４　：　１，６００×３，２００(Df=1700)

Ｆ５　：　１，６００×１，９００(Df=1700)

Ｆ６　：　３，９００×３，２００(Df=2010)

Ｆ７　：　２，４００×３，５００(Df=2010)

Ｆ８　：　１，６００×３，２００(Df=2010)

Ｆ９　：　２，７００×２，４００(Df=2510)

基　　　礎
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１ 階 床 伏 図   　１／１００
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基 礎 伏 図   　１／１００
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【防災対策本部棟】　基礎伏図・１階床伏図
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エルマッドＳ工法（スラリー系機械攪拌式ブロック状地盤改良工法）

基　　　礎

Ｆ１　：　３，２００×３，２００　(Df=1700)

Ｆ２　：　３，５００×２，４００　(Df=1700)

Ｆ３　：　２，４００×２，４００　(Df=1700)

Ｆ４　：　１，６００×３，２００　(Df=1700)

Ｆ５　：　１，６００×１，９００　(Df=1700)

Ｆ６　：　３，９００×３，２００　(Df=2010)

Ｆ７　：　３，５００×２，４００　(Df=2010)

Ｆ８　：　１，６００×３，２００　(Df=2010)

Ｆ９　：　２，７００×２，４００　(Df=2510)

Ｆ１０：　１，６００×１，９００　(Df=2510)

垂直スリットを示す。(W=40mm)

水平スリットを示す。(W=25mm)

※　壁は １階 壁を表し、特記以外は
　　壁厚 ｔ＝１８０ ｍｍとする。
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菊川市
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A3：1/200
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【防災対策本部棟】　２階床伏図・Ｒ階床伏図
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一級建築士（大臣）第281750号 　青木 寿昭

株式会社 綜企画設計　一級建築士事務所 静岡県知事登録 (1)第7914号
工事名：

菊川市
A1：1/100

A3：1/200
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SY1　面　軸　組　図　　　１／１００
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SY2　面　軸　組　図　　　１／１００

SY3　面　軸　組　図　　　１／１００
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SY4　面　軸　組　図　　　１／１００
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※　特記以外は壁厚 ｔ＝１８０ ｍｍとする。

※　ス 印は スリットを表す
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※　特記以外は壁厚 ｔ＝１８０ ｍｍとする。

※　ス 印は スリットを表す

Ｗ１８

※　ス 印は スリットを表す

※　特記以外は壁厚 ｔ＝１８０ ｍｍとする。

Ｗ１８

※　ス 印は スリットを表す

※　特記以外は壁厚 ｔ＝１８０ ｍｍとする。
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一級建築士（大臣）第281750号 　青木 寿昭

株式会社 綜企画設計　一級建築士事務所 静岡県知事登録 (1)第7914号
工事名：

菊川市
A1：1/100

A3：1/200

SY1 SY2 SY3 SY4 SY5SY1 SY2 SY3 SY4 SY5

SX1　面　軸　組　図　　　１／１００ SX2　面　軸　組　図　　　１／１００

SX1

TX10

SX2 SX3 SX4 SX5

SY5　面　軸　組　図　　　１／１００
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SY3+4750　面　軸　組　図　　　１／１００

【防災対策本部棟】　軸組図２
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※　特記以外は壁厚 ｔ＝１８０ ｍｍとする。

※　ス 印は スリットを表す

Ｗ１８

※　特記以外は壁厚 ｔ＝１８０ ｍｍとする。

※　ス 印は スリットを表す

Ｗ１８

※　特記以外は壁厚 ｔ＝１８０ ｍｍとする。

※　ス 印は スリットを表す
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一級建築士（大臣）第281750号 　青木 寿昭

株式会社 綜企画設計　一級建築士事務所 静岡県知事登録 (1)第7914号
工事名：

菊川市
A1：1/100

A3：1/200

SY1 SY2 SY3 SY4 SY5

SX3　面　軸　組　図　　　１／１００

SY1 SY2 SY3 SY4 SY5

SX4　面　軸　組　図　　　１／１００

SY1 SY2 SY3 SY4 SY5

SX5　面　軸　組　図　　　１／１００
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【防災対策本部棟】　軸組図３
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Ｗ１８

※　特記以外は壁厚 ｔ＝１８０ ｍｍとする。

※　ス 印は スリットを表す

Ｗ１８

※　特記以外は壁厚 ｔ＝１８０ ｍｍとする。

※　ス 印は スリットを表す

Ｗ１８

※　特記以外は壁厚 ｔ＝１８０ ｍｍとする。

※　ス 印は スリットを表す

2G2 2G2

改良 改良
改良

SF2

SFG01

PG2

EW18

SF1 SF1

SFG2

2C2

1C21C1

2C2

1C2

RG2

2G22G2

改良
改良

RG2

2SL

ＧＬ

2SL

ＧＬ

500

1
,
8
0
0

SF3

SFG1
SFG4

SF6 SF7

ス

ス

ス

ス ス

ス

2C2

1C2 1C1

2C12C1

1C1

ス ス ス

ス

改良

W15

W20

ス

1C1

1,000

1,000

改良改良

PHRSL（水上）

RSL（水下）

RSL（水上）５
６

５
３

０
０

2SL

ＧＬ
ス ス

ス ス

ス

RG2DRG2A

2G2D2G2A

1C2 1C3

2C32C22C1

ス

ス
ス

ス

SF3

SFG1

SF2

SFG8

SF3

RSL（水上）

RSL（水下）

RSL（水上）

RSL（水下）

構造設計一級建築士　登録第8803号
１級建築士 登録番号 第317631号　　月岡　勇

令和７年度　市単独事業　災害対策本部棟・堀之内体育館新築工事（建築）

令和７年８月



※　地盤改良深さは軸組図による

一級建築士（大臣）第281750号 　青木 寿昭

株式会社 綜企画設計　一級建築士事務所 静岡県知事登録 (1)第7914号
工事名：

菊川市
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令和７年度　市単独事業　災害対策本部棟・堀之内体育館新築工事（建築）

令和７年８月



３－Ｄ１３－１００＠ ３－Ｄ１３－１００＠

一級建築士（大臣）第281750号 　青木 寿昭

株式会社 綜企画設計　一級建築士事務所 静岡県知事登録 (1)第7914号
工事名：

菊川市
A1：1/30

A3：1/60

形　状

ｂ × Ｄ

上 端 筋

下 端 筋

Ｓ ・ Ｔ

Ｇ１

階

梁

１：３０

柱

梁

フカシ

上記形状梁は、

腹　筋

幅止め Ｄ１０－６００＠

２－Ｄ１０

ｂ × Ｄ

上 端 筋

下 端 筋

Ｓ ・ Ｔ

階

梁

端 部 中 央

形　状

全て３０フカシとする。

30

４５０　×　７５０

Ｒ

２

４５０　×　７５０

Ｄ１３－２００＠ Ｄ１３－２００＠

梁　リ　ス　ト

形　状

ｂ × Ｄ

上 端 筋

下 端 筋

Ｓ ・ Ｔ

階

梁

ｂ × Ｄ

上 端 筋

下 端 筋

Ｓ ・ Ｔ

階

梁

形　状

Ｒ

２

端 部 中 央

６７０　×　７５０

Ｇ１Ａ

５－Ｄ２５

５－Ｄ２５

５－Ｄ２５

５－Ｄ２５

８－Ｄ２５

８－Ｄ２５ ８－Ｄ２５

８－Ｄ２５

３－Ｄ１３－１００＠ ３－Ｄ１３－１００＠

Ｄ１３－１０００＠

Ｄ１３－１０００＠

Ｄ１３－１０００＠

Ｄ１３－１０００＠

６－Ｄ２５

６－Ｄ２５

６－Ｄ２５

６－Ｄ２５

Ｄ１３－１５０＠ Ｄ１３－１５０＠

端 部 中 央

Ｇ２

端 部 中 央

Ｄ１３－２００＠ Ｄ１３－２００＠

Ｇ２Ａ

６５０　×　９００

７－Ｄ２５

７－Ｄ２５

７－Ｄ２５

７－Ｄ２５

Ｄ１３－１８０＠ Ｄ１３－１８０＠

Ｄ１３－１０００＠

Ｄ１３－１０００＠

Ｄ１３－１０００＠

Ｄ１３－１０００＠

Ｇ２Ｂ

７－Ｄ２５

７－Ｄ２５

７－Ｄ２５

７－Ｄ２５

６００　×　９５０

７－Ｄ２９

７－Ｄ２９

７－Ｄ２９

７－Ｄ２９

３－Ｄ１３－１００＠ ３－Ｄ１３－１００＠

６５０　×　１０００

９－Ｄ２９

９－Ｄ２９ ９－Ｄ２９

９－Ｄ２９

３－Ｄ１３－１００＠ ３－Ｄ１３－１００＠

Ｄ１３－１０００＠

Ｄ１３－１０００＠ Ｄ１３－１０００＠

Ｄ１３－１０００＠

７００　×　９５０

８－Ｄ２９

８－Ｄ２９

８－Ｄ２９

８－Ｄ２９

Ｄ１３－１０００＠

Ｄ１３－１０００＠

Ｄ１３－１０００＠

Ｄ１３－１０００＠

４５０　×　７５０

８－Ｄ２５

８－Ｄ２５ ８－Ｄ２５

８－Ｄ２５

Ｄ１３－１０００＠

Ｄ１３－１０００＠

Ｄ１３－１０００＠

Ｄ１３－１０００＠

端 部 中 央

Ｇ１Ｂ

ＵＨ１３－１００＠ ＵＨ１３－１００＠

※　「ＵＨ」はＵＨＹフープを表す。（認定番号：ＭＳＲＢ－９００４）

６００　×　９００

Ｄ１３－２００＠ Ｄ１３－２００＠

端 部 中 央

５－Ｄ２５

５－Ｄ２５

５－Ｄ２５

５－Ｄ２５

端 部 中 央

Ｇ２Ｃ

６００　×　９５０

７－Ｄ２９

７－Ｄ２９

７－Ｄ２９

７－Ｄ２９

ＵＨ１３－２００＠ ＵＨ１３－２００＠

６００　×　１０００

【防災対策本部棟】　梁リスト
Ｓ-17

端 部 中 央 端 部 中 央 端 部 中 央

Ｂ１ Ｂ２ Ｂ３

４５０　×　８００

Ｄ１３－２００＠ Ｄ１３－２００＠

４００　×　７００ ３５０　×　５００

Ｄ１３－２００＠ Ｄ１３－２００＠

４５０　×　８００

Ｄ１３－２００＠ Ｄ１３－２００＠

４００　×　７００ ３５０　×　５００

端 部 中 央

ＰＧ２

６００　×　９５０

端 部 中 央

ＰＧ１

６００　×　９５０

端 部 中 央

Ｇ４

Ｄ１３－２００＠ Ｄ１３－２００＠

７－Ｄ２５

７－Ｄ２５

７－Ｄ２５

７－Ｄ２５

Ｄ１３－１０００＠ Ｄ１３－１０００＠

Ｄ１３－１０００＠ Ｄ１３－１０００＠

５００　×　９００

９－Ｄ２５ ９－Ｄ２５

９－Ｄ２５９－Ｄ２５

３－Ｄ１３－１００＠ ３－Ｄ１３－１００＠

Ｄ１３－１０００＠

Ｄ１３－１０００＠

Ｄ１３－１０００＠

Ｄ１３－１０００＠

５００　×　７５０

D13-1000@

D13-1000@

D13-1000@

D13-1000@

Ｄ１３－１５０＠ Ｄ１３－１５０＠

５－Ｄ２２ ５－Ｄ２２

５－Ｄ２２５－Ｄ２２

端 部 中 央

Ｄ１３－２００＠ Ｄ１３－２００＠

４００　×　７００

Ｂ２０

５－Ｄ２５

５－Ｄ２５

３－Ｄ１９ ３－Ｄ１９

３－Ｄ１９ ３－Ｄ１９

Ｄ１０－２００＠ Ｄ１０－２００＠

５－Ｄ２５ ５－Ｄ２５

５－Ｄ２５ ５－Ｄ２５

Ｄ１３－２００＠ Ｄ１３－２００＠

６－Ｄ２５ ６－Ｄ２５

６－Ｄ２５ ６－Ｄ２５

Ｄ１０－２００＠ Ｄ１０－２００＠

７－Ｄ２５

７－Ｄ２５

７－Ｄ２５

７－Ｄ２５

６－Ｄ２５ ６－Ｄ２５

６－Ｄ２５６－Ｄ２５

７－Ｄ２５

７－Ｄ２５

D13-1000@

D13-1000@

４００　×　７００

端 部 中 央

Ｇ３

Ｄ１３－２００＠

４５０　×　７５０

５－Ｄ２５ ５－Ｄ２５

５－Ｄ２５ ５－Ｄ２５

Ｄ１３－１５０＠ Ｄ１３－１５０＠

端 部 中 央

７－Ｄ２９

７－Ｄ２９

７－Ｄ２９

７－Ｄ２９

Ｇ３Ａ

５－Ｄ２５

５－Ｄ２５

５－Ｄ２５

５－Ｄ２５

Ｄ１３－２００＠

５００　×　８００ ４５０　×　８００

Ｄ１３－１０００＠

Ｄ１３－１０００＠ Ｄ１３－１０００＠

Ｄ１３－１０００＠

ＵＨ１３－１５０＠ ＵＨ１３－１５０＠

中 央

７－Ｄ２５

７－Ｄ２５

７－Ｄ２５

７－Ｄ２５

９－Ｄ２９

９－Ｄ２９ ９－Ｄ２９

９－Ｄ２９

３－Ｄ１３－１００＠ ３－Ｄ１３－１００＠

ＳＹ３端部 ＳＹ５端部

Ｇ２Ｄ

７－Ｄ２５

７－Ｄ２５

９－Ｄ２９

９－Ｄ２９

３－Ｄ１３－１００＠

６５０×１０００

６００×１０００ ６００×１０００

６５０×１０００

Ｄ１３－１５０＠Ｄ１３－１５０＠ Ｄ１３－１５０＠

６００×１１５０

ハンチ：柱面+1000mm

Ｄ１３－１０００＠

Ｄ１３－１０００＠ Ｄ１３－１０００＠

Ｄ１３－１０００＠ Ｄ１３－１０００＠

Ｄ１３－１０００＠

ハンチ：柱面+1000mm

６５０×１２５０

５－Ｄ２２ ５－Ｄ２２

５－Ｄ２２５－Ｄ２２

構造設計一級建築士　登録第8803号
１級建築士 登録番号 第317631号　　月岡　勇
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一級建築士（大臣）第281750号 　青木 寿昭

株式会社 綜企画設計　一級建築士事務所 静岡県知事登録 (1)第7914号
工事名：

菊川市
A1：-

A3：-
【防災対策本部棟】　PC工事特記仕様書

Ｓ-18

鉄　　　　　筋

Ｐ　Ｃ　鋼　材

セ　メ　ン　ト

混　和　材　料

有害な傷の無いものを使用しなければならない。

種　　　　類

記　　　　号

鉄筋は、ＪＩＳ Ｇ ３１１２（鉄筋コンクリート用棒鋼）の規格に適合するものを使用する。

ＰＣ鋼材は、ＪＩＳ Ｇ ３５３６（ＰＣ鋼線及びＰＣ鋼より線）またはＪＩＳ　Ｇ　３１０９（ＰＣ鋼棒）に適合し、

２）その他のセメントを使用する場合は、監理者の指示を受けること。

コンクリート中に表面活性剤等の混和材料を用いる場合は、その品質、使用量について監理者の指示を受けること。

１）セメントは、ＪＩＳ Ｒ ５２１０（ポルトランドセメント）に規定する普通ポルトランドセメントを原則とする。

断　面　積

呼　び　名

伸　　　　び

引　張　荷　重

降　伏　荷　重

適　用　範　囲

・建築基準法、同施行令

・国総研・建築研究所監修

・日本建築学会

・日本建築学会

「プレストレストコンクリート造技術基準解説及び設計・計算例」（２００９年版）

「プレストレスト鉄筋コンクリート（Ⅲ種ＰＣ）構造設計・施工指針・同解説」

（２００３年版）

監理者の指示による。

・日本建築学会

本仕様書または設計図書に指示されていない事項は下記によること。また、これらに指示されていない事項は、

（ＰＲＣ）造（以下、ＰＣ　と総称）について適用する。

プレストレス導入はポストテンション方式であり、その方式については“６．緊張”の項に示す。プレストレス導入方式

構　造　方　式

施　工　計　画 施工の順序・方法・工程などの施工計画は工事着手前によく検討し、その計画書を監理者に提出して承認を受ける。

本構造の方式は、鉄筋コンクリート（以下、ＲＣ）部材にＰＣ鋼材を組み合せた場所打ち一体式ＰＣ造である。

「プレストレストコンクリート設計施工規準・同解説」（２０２２年版）

本仕様書は、本工事のうち、場所打ち一体式プレストレストコンクリート（ＰＣ）、プレストレスト鉄筋コンクリート

１）ＰＣ鋼材、鉄筋、型枠、及び定着具が、移動したり損傷したりしないよう注意する。

４）ＰＣ鋼材定着部の割裂補強筋は、コンクリート打設前に完全に配置しなければならない。

５）コンクリートの打込みは、打設場所にできる限り近づけて垂直に打ち込み、“片押し打ち”は

２）コンクリート強度試験用供試体の採取、及び養生は下記による。

　　この供試体はプレストレス導入時強度確認用として、別途採取すること。

　　ただし、他の供試体で強度を確認できた場合は、試験を省略することができる。

打　　　　　設

　　　・プレストレス導入時強度の確認は、現場養生（現場水中養生、または、現場封かん養生）によること。

　　　・プレストレス導入時強度試験は、一般構造図に記載された方法と同じとする。

２）ＰＣ鋼材のシース内には、セメントペーストが入ってはならない。

３）シースには、バイブレーターが直接触れないように細心の注意を払うこと。

　　避けなければならない。

プレストレス導入時強度 Ｎ／ｍｍ２

品　　　　　質

設計基準強度 Ｎ／ｍｍ２

１）コンクリートの品質は、下記とする。

７）ＰＣ造部分以外に低強度のコンクリートを打設する際は、そのコンクリートがＰＣ造部分内に

　　こぼれないよう留意する。

６）原則として、ＰＣ造部分におけるコンクリートの打継ぎは、行なってはならない。ただし、やむを得ない場合は

現場養生 ３本

プレ導入前 予備

３本

合計

６本

　　打ち継ぎ位置について監理者と協議の上、レイタンス処理など十分に行った後、コンクリート打設を行うこと。

準　　　　　備

（プレストレス導入時強度）に達したことを確認のうえ、監理者の指示によりプレストレス導入作業を行なうこと。

緊張装置は、事前にキャリブレ－ションを行ない、常に正常な状態にあるよう管理し、コンクリ－トが所定の強度

１）プレストレス導入順序は、ＰＣ梁に対して局部的に完了せず、構造全体にわたって進めなければならない。１）プレストレス導入順序は、ＰＣ梁に対して局部的に完了せず、構造全体にわたって進めなければならない。順　　　　　序

鉄　　　　　筋 １）鉄筋は正確に配置し、コンクリート打設の際にくずれぬよう、強固に組み立てなければならない。

２）小梁下端筋やスラブ筋とＰＣ鋼材が交錯する場合は、ＰＣ鋼材を優先とする。

Ｐ　Ｃ　鋼　材

　　細心の注意をする。

１）ＰＣ鋼材（シース）は、支持金物等により、正確かつ強固に取りつけること。

２）梁端の定着具は、型枠の内面に正確かつ強固に取り付けること。

３）ＰＣ鋼材を露天に放置して、錆等で損傷させてはならない。

４）グラウト用孔、及び排気孔は、十分に注意して取り扱い、コンクリート打設時に損傷することのないよう

５）ＰＣ鋼材の加工・組み立てを行なう場合、加熱または溶接を行なってはならない。

６）ＰＣ鋼材定着具の露出部分は、プレストレス導入後すみやかにモルタル等で完全に保護しなければならない。

７）ＰＣ鋼材の配置後、コンクリ－ト打設に先立ち、監理者の検査を受けなければならない。

組立て・取外し

　　しなければならない。

５）ＰＣ定着具が取り付く柱型枠の締め付け金物、バタ角、単管等は、ＰＣ鋼材位置を避けて配置する。

６）事前にセパレーターの配置計画を行い、ＰＣ鋼材（シース）に当たらないようにする。

１）コンクリートは、打込みの際にセメントペーストが漏れることのないように留意すること。

２）柱・梁等の型枠については、十分な耐力を持つように留意しなければならない。

４）型枠の締付けは、フォームタイ、及びボルト等により、十分強固にしなければならない。

８）型枠存置期間は、ＪＡＳＳ５によるものとする。

３）ＰＣ造部分の型枠組立て順序については、ＰＣ鋼材の配置に影響されて決定することが多いので注意

７）ＰＣ造部分の支保工は、横つなぎ・筋交い等を十分に入れ、横力に対して安全な構造としなければならない。

小　梁　配　筋

シース

Ｌ１ Ｌ１

小梁下端筋

（小梁下端筋と同径・同数）

下端補強筋

Ｌ１Ｌ３

（小梁下端筋と同径・同数）

下端補強筋

小梁

小梁

小梁下端筋
Ｌ３ Ｌ３

ＰＣ梁に直交する小梁について、下端筋がシ－スにあたる場合は、原則として下図のように配筋すること。

ＰＣ梁ＰＣ梁

ＰＣ梁　貫通孔 １）ＰＣ梁に貫通孔を設ける場合には、事前に監理者と協議の上、計画すること。なお、梁貫通孔断面では

　　ＰＣ規準にならい検討を行い、貫通孔補強筋を適宜配置すること。

ＰＣ梁

解体不可

ＰＣ梁（導入完了）

コンクリート打設

計　　　　　画

取　り　外　し

２）多層の建築物では、原則として、必ず２層分の支保工を使用し、コンクリート打設荷重をプレストレス

２Ｆ

３Ｆ

　　導入が完了している２梁で支持すること。（下図参考）

　　絶対に取り外さないこと。

１）ＰＣ梁の支保工取り外しは、監理者の承諾を得て行うが、プレストレスの導入が完了するまでは

ＰＣ梁は、通常の梁に比べて負担重量が大きいため、変形、耐力等を十分に検討し計画すること。

解体不可

コンクリート打設不可

ＰＣ梁（導入完了）

ＰＣ梁（導入前）

２Ｆ

３Ｆ

３ＦのＰＣ梁にプレストレス導入後、

コンクリート打設可能

ＰＣ梁（導入完了）

ＰＣ梁（導入完了）

支保工を取り外すことができる。

２Ｆ

３Ｆ

４Ｆ

解体不可

４．配筋・配線

３．型　　枠

２．材　　料

１．総　　則

６．緊　　　張

５．コンクリート ８.支　保　工

９.そ　の　他

場所打ち一体式ＰＣ工事特記仕様書

ＰＣ工事施工業者 ＰＣ工事の施工については、下記専業社のうち、一社の責任施工とする。

ただし、施工の範囲は、ＰＣ鋼材の配置、緊張、グラウトまでの材工一式とする。

　　補強工法を使用すること。

２）貫通孔補強筋に既製品を使用する場合は、第三者機関による技術評価を取得したＰＣ造に適用可能な

定着端部の処理 ＰＣ鋼材定着具の穴埋めについて、工事範囲は下記の通りとする。

（建築工事範囲）

（ＰＣ工事範囲）

無収縮モルタル

スパイラル筋

シース仕上げ工事

支圧板

　　　　例）ダイヤレンＰＣ工法（コーリョー建販株式会社）

スラブ補強筋配置位置には、原則としてスラブ貫通孔を設けないこと。スラブ　貫通孔

「建築工事標準仕様書・同解説　ＪＡＳＳ５　鉄筋コンクリート工事」（２０２２年版）

３．５　％以上

ＰＣ鋼より線

ＳＷＰＲ７ＢＬ

７－φ１２．７

１，２８１　ｋＮ

１，０９２　ｋＮ

６９０．９　ｍｍ２
緊　　張　　力

呼　び　名 施工時緊張力

２）緊張の管理は、緊張装置の圧力計（マノメーター）、及び事前に計算によって求めたＰＣ鋼材の伸び量とに

　　よって入念に行なうこと。

１）現場におけるＰＣ鋼材の施工時緊張力は、下記による。

２）多層の建築物において、特記なき限り、ＰＣ梁は直上階のコンクリート打設前にプレストレスを導入すること。

調　　　　　合 １）グラウトの使用材料は、超低粘性プレミックスタイプ（太平洋ハイジェクター又は、同等品）とし、

作　　　　　業 グラウト作業は、下記の要領で行なうこと。

３）その他の材料を使用する場合は、監理者と協議のうえ、決定すること。

　　ある程度上げて注入口を閉じる。

３）グラウトが凍結する恐れのある時期は、原則として作業を行なわない。

１）排出口から一様なグラウトが排出されるまで、注入口よりグラウト注入を続ける。

２）排出口から一様なグラウトが排出されたのを確認した後に排出口を閉じ、グラウトポンプの圧力を

　　４週圧縮強度は３０Ｎ／ｍｍ２以上とする。

・ハイジェクター（プレミックスタイプ）

（調合例：温度２０℃の場合）

・水

１２５.０　ｋｇ

　４５.０　ｋｇ

７．グ ラ ウ ト

７－φ１２．７　ＳＷＰＲ７ＢＬ ８９６　ｋＮ

３０

３０

　 オリエンタル白石株式会社、株式会社　建研、ピーエス・コンストラクション　株式会社

２）水粉体比は、メーカー推奨範囲とし、メーカーの示す目標コンシステンシーを確保すること。
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一級建築士（大臣）第281750号 　青木 寿昭

株式会社 綜企画設計　一級建築士事務所 静岡県知事登録 (1)第7914号
工事名：

菊川市
A1：※図示による

A3：※図示による

Ｓ-19
【防災対策本部棟】　PC関連図

SX5SX3 SX4

反 反

PC大梁配線配筋図

RSL

スパイラル筋

曲 曲
点 点

PG1

stp.　 -D13@100

SY3通り

SX4通り

1/50 PC大梁断面リスト
注）・巾止め筋は、RC大梁に準ずる。

　　・PC鋼材の水平方向位置は納まりを考慮し変更可能とする。

符号

位置 中央

PG1

PC鋼材

上端筋

下端筋

スターラップ

腹筋

4-D25

4-D25

4-D25 4-D25

4-D25

　 -D13@100

SX3端 SX5端

4-D13

中央

4-D25

4-D25

4-D25 4-D25

4-D25

　 -D13@100

4-D13

PG2

SY1端 SY5端

1/40

R階

支圧板　PL-195X195X25デッドアンカー

SY1 SY3 SY5

stp.　 -D13@100

PG2

(計)4C-7-φ12.7 SWPR7BL

デッドアンカー

支圧板　PL-195X195X25RSL-300
各2-D13 4-D25

無収縮モルタル

スパイラル筋

4-D25

4-D25 (計)4C-7-φ12.7 SWPR7BL

4-D25

4-D25

4-D25

4-D25

4-D25

4-D25

4-D25

RSL(水上)

緊張完了後コンクリート打設

後施工スラブ

無収縮モルタル

注） ・※印で示す寸法は、施工図にて確認すること。

※

注）・　　　は緊張端を示す。

KEY　PLAN 1/150

SX1 SX2 SX3

SY5

SY3

SX5SX4

SY1

スラブ補強筋

5-D13@150

スラブ補強筋

5-D13@300

緊張完了後コンクリート打設

後施工スラブ

R階

PC鋼材

コンクリート

1.使用箇所

2.コンクリ－ト設計基準強度

3.プレストレス導入時強度

4.施工上の注意

1.使用箇所

2.使用鋼材

3.引張強度

4.降伏荷重

5.施工時鋼材緊張力

6.施工上の注意

プレストレストコンクリ－トに関する事項

SX4

スラブ補強筋

5-D13@300

スラブ補強筋

5-D13@150

SY1

PC大梁

桁梁 柱

小梁

50

注）・スラブ補強筋は、スラブ断面の中央に配置すること。

スラブ補強筋要領図

　　・スラブ補強筋は、L2定着とする。

1/100

片引きとする。

－

R階

R階

30　N/mm2

30　N/mm2

896　kN

1,092　kN

1,281　kN

SX5

PC大梁

RSL

柱

支圧板　PL-195X195X25

PC大梁

柱

SY3

30
0

6
0
0

3
00

桁梁

無収縮モルタル

緊張完了後コンクリート打設

後施工スラブ

無収縮モルタル

緊張完了後コンクリート打設

後施工スラブ

シース
PG1

PG1
シース

平面図

側面図

定着具納まり要領図

　　・柱主筋は、定着具及びシースの位置を避けて配筋すること。

注）・配筋は、各リスト参照のこと。

1/20

支圧板　PL-195X195X25

スパイラル筋

スパイラル筋

フカシ

90

600
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0
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0
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0

600
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0

600

38
0
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0

32
0

95
057

0
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00

1
8
0

600

38
0

25
0

32
0

95
0

95
0

600

38
0

25
0

32
0

95
0

2
80

16,000

8,000 8,000

90 90

500500

1,000

910

1,000

910

1,000

910

1,000

170 170 170 170 170170260 170260 170260 170260 170260

5,000 5,000

7,500 7,500

15,000

8
,
00

0
8
,
00

0

1
6,

0
00

90

38
0

3
20

25
0

9
50

1,000

910

1
7
0

1
7
0

2
60

1,
0
00

47
0

2
70

2
6
0

各2-D13

PG1

PG
2

反
曲
点

反
曲
点

反
曲
点

反
曲
点

6-D25 6-D25

点

反
曲

点

反
曲

点

反
曲

点

反
曲

3,583

6-D25

6-D25

6
70

135 135

7-φ12.7SWPR7BL

4C-7-φ12.7SWPR7BL 4C-7-φ12.7SWPR7BL

15,000

7,500 7,500

600 2,700 2,700 2,590 2,700 1,0102,700

1,010

1,010

2,600 2,600
2,6002,600

600

110

110110

点

反
曲

点

反
曲
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一級建築士（大臣）第281750号 　青木 寿昭

株式会社 綜企画設計　一級建築士事務所 静岡県知事登録 (1)第7914号
工事名：

菊川市
A1：1/30

A3：1/60

符 号 階 厚

基

準

図

上

下 〃

Ａ 形 基 準 配 筋

Ａ

全 域

短　辺　方　向　　　（　主　　筋　）

〃

全 域

長　辺　方　向　　　（　配　力　筋　）

ス ラ ブ リ ス ト 　　１：３０

Ｓ２０ １ ２００
Ｄ１３－２００＠ Ｄ１３－２００＠

上

下 〃
Ａ

〃

Ｄ１３－２００＠ Ｄ１３－２００＠

上

下 〃
Ａ

〃

Ｄ１３－２００＠ Ｄ１３－２００＠

Ｓ１８ １８０

Ｓ１５ １５０

全

全

シーリング材

Ｄ１０－４００＠程度

スリット幅Ｗ

スリットの詳細は以下による。

スリット幅Ｗは２次壁の高さ（梁の場合は２次壁の

長さ）の１／１００以上とする。

１８
EW EW

２０ １８ ２０
Ｗ Ｗ

壁 リ ス ト 　　１：３０

各　２－Ｄ１３

開 口 部

ス ラ ブ

壁

スラブ

厚 タテ ヨコ ナナメ

開 口 補 強 筋　　　１：３０

（軸組図に特記なき開口補強筋は以下による。）

各　２－Ｄ１３ ２－Ｄ１３

壁 各　２－Ｄ１３

各　２－Ｄ１３ ２－Ｄ１３２００

１８０

１５０ １－Ｄ１３

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

　Ｗ１８

　Ｗ２０

ＥＷ１８

ＥＷ２０

各　２－Ｄ１３

２－Ｄ１３各　４－Ｄ１６

４－Ｄ２２

Ｗ
１８

CS
３Ａ

Ａ’

Ａ－Ａ’断面

階段配筋詳細図　１：３０

500

１
CS

CS
２

Ｓ-20

片持スラブの主筋は上下が梁に拘束された壁に定着させる事。

４－Ｄ２２

【防災対策本部棟】　スラブリスト

250 250

４０ｄ

８
０
ｄ

４
０

ｄ
４

０
ｄ

４０ｄ 開 口 部

１－Ｄ１３

Ｄ１０－２００＠ダブル

Ｄ１３－２００＠

２－Ｄ１３

Ｄ１３－２００＠
１－Ｄ１３

１－Ｄ１３

Ｄ１３－２００＠
１－Ｄ１３

Ｄ１０－２００＠

1
5
0

2
3
8

1
5
0

1
1
7

１,６７０

１
７

０

D13

Ｄ１０－２００＠ダブル D13

Ｄ１３－１００＠ダブル

Ｄ１０－２００＠ダブル
D13

D13

Ｄ１０－２００＠

Ｄ１３－１００＠ダブル

180 200 180 200

タ
テ

　
Ｄ

１
３

－
２

０
０

＠
ダ

ブ
ル

ヨ
コ

　
Ｄ

１
３

－
１

０
０

＠
ダ

ブ
ル

タ
テ

　
Ｄ

１
３

－
２

０
０

＠
ダ

ブ
ル

ヨ
コ

　
Ｄ

１
３

－
１

０
０

＠
ダ

ブ
ル

タ
テ

　
Ｄ

１
６

－
１

０
０

＠
ダ

ブ
ル

ヨ
コ

　
Ｄ

１
０

－
２

０
０

＠
ダ

ブ
ル

タ
テ

　
Ｄ

１
６

－
１

０
０

＠
ダ

ブ
ル

ヨ
コ

　
Ｄ

１
０

－
２

０
０

＠
ダ

ブ
ル

幅止め　Ｄ１０－１０００＠ 幅止め　Ｄ１０－１０００＠ 幅止め　Ｄ１０－１０００＠ 幅止め　Ｄ１０－１０００＠
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一級建築士（大臣）第281750号 　青木 寿昭

株式会社 綜企画設計　一級建築士事務所 静岡県知事登録 (1)第7914号
工事名：

菊川市
A1：1/30

A3：1/60

SX4 SX5

１：３０ＰＨ 階壁配筋詳細 図

SY4

SY5
2-D16 2-D162-D16

ヨコ筋　Ｄ１０－１５０＠ダブル

タテ筋　Ｄ１０－２００＠ダブル

ヨコ筋　Ｄ１０－１５０＠ダブル

タテ筋　Ｄ１０－２００＠ダブル

4-D194-D19

１：３０

端中共 端中共 端中共

ＷＧ１ ＷＧ２ ＷＧ３

形　状

壁梁リスト

階

梁

PHR

ｂ × Ｄ

上 端 筋

下 端 筋

Ｓ ・ Ｔ Ｄ１０－２００＠

２００×８１５

Ｄ１０－２００＠ Ｄ１０－２００＠

２－Ｄ１６

２－Ｄ１６

２００×１１３５ ２００×２１７５

３－Ｄ１６

３－Ｄ１６

３－Ｄ１６

３－Ｄ１６

Ｄ１０－２００＠

端中共

Ｂ１

２００×６００

２－Ｄ１６

２－Ｄ１６

符 号 階 厚

基

準

図

短　辺　方　向　　　（　主　　筋　）

全 域

長　辺　方　向　　　（　配　力　筋　）

ス ラ ブ リ ス ト 　　１：３０

上

下 〃
Ａ

〃

Ｄ１３－２００＠

Ｓ１８ １８０全

4-D19 4-D19

2-D16

ヨコ筋　Ｄ１０－１５０＠ダブル

ヨ
コ

筋
　

Ｄ
１

０
－

１
５

０
＠

ダ
ブ

ル

ヨ
コ

筋
　

Ｄ
１

０
－

１
５

０
＠

ダ
ブ

ル

タテ筋　Ｄ１０－２００＠ダブル

タ
テ

筋
　

Ｄ
１

０
－

２
０

０
＠

ダ
ブ

ル

タ
テ

筋
　

Ｄ
１

０
－

２
０

０
＠

ダ
ブ

ル

【防災対策本部棟】　ＰＨ階図面
Ｓ-21

SY5

SY4

SX4 SX5

PHR 階 床 伏 図   　１／１００

SX4 SX5

SY4+1750　面　軸　組　図　　　１／１００

SX4 SX5

SY5　面　軸　組　図　　　１／１００

SY4 SY5

SX4+1５０0　面　軸　組　図　　　１／１００

SY4 SY5

SX5　面　軸　組　図　　　１／１００

１,５００ ６,０００

７,５００

５
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３
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２
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１
,
７

５
０

9
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2
0
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200

2
0
0 9
0

200

90

90

200

2
0
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2
0
0 9
0

9
0

３
,
２

５
０

５
,
０

０
０

１
,
７

５
０

７,５００

１,５００ ６,０００

４
４

６

１
２

０

３
,
４

６
５

３
,
３

４
５

７,５００

１,５００ ６,０００

１,５００ ６,０００

４
４

６

３
,
４

０
０

３
,
５

２
０

１
２

０

７,５００

５,０００

１,７５０ ３,２５０

５
６

６
３

,
４

０
０

５,０００

１,７５０ ３,２５０

４
４

６
３

,
５

２
０

90

1
1
0

110

2-D16

110

1
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